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平成21年（第１回）山鹿市議会２月臨時会会議録   

 

議 事 日 程（第１号）   

 

平成21年２月20日（金曜日）午前10時開会 

第１ 仮議席の指定 

第２ 市長あいさつ 

第３ 議長選挙 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

議 事 日 程（第１号の２）  

第１ 議席の指定 

第２ 会議録署名議員の指名 

第３ 会期の決定 

第４ 副議長選挙 

第５ 常任委員会委員の選任 

第６ 議会運営委員会委員の選任 

第７ 山鹿植木広域行政事務組合議会議員の選挙 

第８ 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

         （平成20年度山鹿市病院事業会計補正予算(第２号)） 

   議案第２号 平成20年度山鹿市一般会計補正予算(第５号) 

   議案第３号 教育委員会委員の任命について 

   議案第４号 教育委員会委員の任命について 

第９ 議案第５号 監査委員(議会選出)の選任について 

第10 閉会中の継続審査について 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

出席議員（30名） 

１番  永 田   健 君   

２番  稲 葉   昇 君   

３番  藤 本 芳 雄 君   

４番  福 本 義 文 君   

５番  冨 丸 洋一郎 君   
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６番  藤 本 峰 秀 君   

７番  北 原 昭 三 君   

８番  芹 川 正 美 君   

９番  藤 原   豊 君   

10番  立 山 秀 木 君   

11番  立 山   隆 君   

12番  原     徹 君   

13番  平 井 邦 廣 君   

14番  吉 本 政 幸 君   

15番  池 田 誠 一 君   

16番  堀   茂 幸 君   

17番  永 田 紘 二 君   

18番  森 川 昭 彦 君   

19番  川 野   功 君   

20番  古 荘 克 郎 君   

21番  森   芳 顕 君   

22番  家 入 憲 隆 君   

23番  横 手 啓 介 君   

24番  高 野 誠 二 君   

25番  藤 原   弘 君   

26番  森   久 雄 君   

27番  太田黒 鐵 郎 君   

28番  丸 山 寛 治 君   

29番  寺 崎 勇 児 君   

30番  丸 山 康 昭 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

説明のため出席した者 

市      長     中 嶋 憲 正 君   

副   市   長     杉 燒 義 文 君   

教   育   長     田 中   宏 君   

総 務 部 長     池 田 永 実 君   

市 民 福 祉 部 長     中 野   力 君   

農 林 部 長     松 永 道 郎 君   

商 工 観 光 部 長     福 田 憲 之 君   
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建 設 部 長     有 働 郁 夫 君   

環 境 部 長     藏 原 榮 一 君   

病 院 事 務 部 長     星 子 四 郎 君   

教 育 部 長     八木田 達 博 君   

総 務 部 次 長     三 森 兄 臣 君   

市民福祉部次長     栃 原 昭 一 君   

市民福祉部次長     富 田 辰 郎 君   

農 林 部 次 長     冨 田 弘 海 君   

商工観光部次長     永 田 義 文 君   

水 道 局 長     宮 本 榮次郎 君   

会 計 管 理 者     北 井 孝 範 君   

財 政 課 長     米加田 純 正 君   

農 林 企 画 課 長     戸 次 由 夫 君   

農 林 振 興 課 長     栃 原 栄 一 君   

商 工 課 長     大 森 健 司 君   

建 設 課 長     緒 方 淳 一 君   

病 院 管 理 課 長     田 上 信 博 君   

監査事務局長兼選管事務局長     川 崎 美 明 君   

学 校 教 育 課 長     白 田 俊 輔 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

事務局職員出席者 

事 務 局 長     宮 本 誠 之 君   

局長補佐兼総務係長     堤   真 澄 君   

書      記     中 村 武 志 君   

書      記     森   英 州 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 
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午前10時00分 開会 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議会事務局長（宮本誠之君）   

 おはようございます。議会事務局長の宮本でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 議員各位のはえあるご当選を心からお喜び申し上げます。 

 今臨時会は、山鹿市議会議員選挙後、初めての議会でございますので、議長が選

挙されますまでの間、地方自治法第107条の規定によりまして、年長議員が臨時に

議長の職務を行うことになっております。出席議員中、家入憲隆議員が年長議員で

ございますので、ご紹介を申し上げます。家入議員さん、議長席にお着きください。 

［臨時議長 家入憲隆君 議長席着席］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 おはようございます。ただいまご紹介いただきました家入憲隆でございます。地

方自治法第107条の規定によって、臨時に議長の職務を行います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 これより平成21年（第１回）山鹿市議会２月臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

議事日程（第１号） 

日程第１ 仮議席の指定   

○臨時議長（家入憲隆君）   

 日程第１、仮議席の指定を行います。 

 仮議席は、ただいま着席の議席といたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第２ 市長あいさつ   

○臨時議長（家入憲隆君）   

 日程第２、中嶋市長からあいさつの申し出があっておりますので、これを許可い

たします。中嶋市長。 

［市長 中嶋憲正君 登壇］ 

○市長（中嶋憲正君）   

 皆さん、おはようございます。 

 平成21年２月臨時会、改選後の初議会の開会に当たりまして、一言ごあいさつを

申し上げます。 

 本日ここに、改選後、新しく選ばれました議員の皆様をお迎えして、平成21年
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２月臨時会を招集いたしましたところ、議員の皆様方には公私ともにご多忙の中、

ご参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 皆様方には、去る１月25日に執行されました市議会議員選挙におきまして、ご当

選の栄を担われ、心よりお喜び申し上げる次第であります。 

 私も市民の皆様のご支援を得て、今後４年間、皆様方とともに山鹿市政をおあず

かりすることになりました。本市にとりまして、合併から５年目を迎えております

今日、ご承知のとおり、経済情勢は100年に一度のものといわれるほど深刻な状況

下にあります。 

 そのような中に、本市のまたさまざまな重要課題を抱えておりますときに、その

任に当たりますことは、身に余る光栄でありますとともに、改めてその責任の重大

さを痛感いたします。どうか議員各位におかれましては、今後の市政運営におきま

して、絶大なるご支援・ご鞭撻を賜りますよう、心からお願いを申し上げます。 

 なお、本議会にご提案申し上げております議案の具体的な説明につきましては、

所管部長よりご説明申し上げます。十分なるご審議をいただき、ご議決いただきま

すよう、よろしくお願いを申し上げ、開会のごあいさつといたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第３ 議長選挙   

○臨時議長（家入憲隆君）   

 日程第３、議長選挙を行います。 

 選挙の方法は、投票により行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

［議場閉鎖］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 ただいまの出席議員数は30名であります。 

 それでは、投票用紙を配付いたさせます。 

［投票用紙配付］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「配付漏れなし」と呼ぶ者あり］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

［投票箱点検］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   
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 異常なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏

名を記載の上、職員の点呼に応じて順次投票を願います。点呼を命じます。 

［職員点呼・議員投票］ 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

１番  永田  健議員     ２番  稲葉  昇議員 

３番  藤本 芳雄議員     ４番  福本 義文議員 

５番  冨丸洋一郎議員     ６番  藤本 峰秀議員 

７番  北原 昭三議員     ８番  芹川 正美議員 

９番  藤原  豊議員     10番  立山 秀木議員 

11番  立山  隆議員     12番  原   徹議員 

13番  平井 邦廣議員     14番  吉本 政幸議員 

15番  池田 誠一議員     16番  堀  茂幸議員 

17番  永田 紘二議員     18番  森川 昭彦議員 

19番  川野  功議員     20番  古荘 克郎議員 

21番  森  芳顕議員     22番  家入 憲隆議員 

23番  横手 啓介議員     24番  高野 誠二議員 

25番  藤原  弘議員     26番  森  久雄議員 

27番  太田黒鐵郎議員     28番  丸山 寛治議員 

29番  寺崎 勇児議員     30番  丸山 康昭議員 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 投票漏れはありませんか。 

［「投票漏れなし」と呼ぶ者あり］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 開票を行います。会議規則第31条第２項の規定により、立会人に丸山康昭議員及

び永田健議員を指名いたします。よって、両議員の立ち会いをお願いいたします。 

［開票］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 選挙の結果を報告いたします。 



- 9 -   

 投票総数30票、これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。そのうち有

効投票29票、無効投票１票であります。有効投票中、横手啓介議員15票、藤原弘議

員14票、以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は８票であります。よって、横手啓介議員が議長に当選さ

れました。 

 ただいま議長に当選されました横手議員が議場におられますので、本席から会議

規則第32条第２項の規定により告知いたします。 

 横手啓介議員、当選承諾のごあいさつをお願いいたします。 

［議長 横手啓介君 登壇］ 

○議長（横手啓介君）   

 一言ごあいさつを申し上げます。 

 ただいま議員各位のご推挙によりまして、山鹿市議会第２代議長に選ばれました

ことは、この上ない光栄でございます。衷心より感謝申し上げますとともに、責任

の重大さを痛感しているところでございます。 

 山鹿市の限りない発展と住民福祉の向上を目指して、議会が公平かつ円滑に運営

されますよう、誠心誠意努力する所存でございます。議員各位並びに執行部各位の

一層のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、甚だ簡単ではございますが、

議長就任のあいさつといたします。誠にありがとうございました。 

［拍手］ 

○臨時議長（家入憲隆君）   

 ただいま議長が選任されましたので、これをもって臨時議長の職を終わります。

ご協力ありがとうございました。横手議長、議長席にどうぞ。 

［議長 横手啓介君 議長席着席］ 

○議長（横手啓介君）   

 これより日程に従いまして会議を進めます。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

議事日程（第１号の２） 

日程第１ 議席の指定   

○議長（横手啓介君）   

 日程第１、議席の指定を行います。 

 議席は、会議規則第４条第１項の規定により、議長において指定いたします。 

 議員諸君の氏名とその議席番号を職員に朗読いたさせます。 

［職員朗読］ 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 
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１番  永田  健議員     ２番  稲葉  昇議員 

３番  藤本 芳雄議員     ４番  福本 義文議員 

５番  冨丸洋一郎議員     ６番  藤本 峰秀議員 

７番  北原 昭三議員     ８番  芹川 正美議員 

９番  藤原  豊議員     10番  立山 秀木議員 

11番  立山  隆議員     12番  原   徹議員 

13番  平井 邦廣議員     14番  吉本 政幸議員 

15番  池田 誠一議員     16番  堀  茂幸議員 

17番  永田 紘二議員     18番  森川 昭彦議員 

19番  川野  功議員     20番  古荘 克郎議員 

21番  森  芳顕議員     22番  家入 憲隆議員 

23番  横手 啓介議員     24番  高野 誠二議員 

25番  藤原  弘議員     26番  森  久雄議員 

27番  太田黒鐵郎議員     28番  丸山 寛治議員 

29番  寺崎 勇児議員     30番  丸山 康昭議員 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君）   

 ただいま朗読いたしましたとおり議席を指定いたします。 

 この際、しばらく休憩いたします。 

午前10時27分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前10時40分 開議 

○議長（横手啓介君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第２ 会議録署名議員の指名   

○議長（横手啓介君）   

 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、１番、永田健議員及び２番、

稲葉昇議員を指名いたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第３ 会期の決定   

○議長（横手啓介君）   

 日程第３、会期の決定を議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決定しました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第４ 副議長選挙   

○議長（横手啓介君）   

 日程第４、これより副議長の選挙を行います。 

 選挙の方法は、投票により行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

［議場閉鎖］ 

○議長（横手啓介君）   

 ただいまの出席議員数は30人であります。 

 投票用紙を配付いたさせます。 

［投票用紙配付］ 

○議長（横手啓介君）   

 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「配付漏れなし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めさせます。 

［投票箱点検］ 

○議長（横手啓介君）   

 異常なしと認めます。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏

名を記載の上、職員の点呼に応じて順次投票を願います。点呼を命じます。 

［職員点呼・議員投票］ 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

１番  永田  健議員     ２番  稲葉  昇議員 

３番  藤本 芳雄議員     ４番  福本 義文議員 

５番  冨丸洋一郎議員     ６番  藤本 峰秀議員 

７番  北原 昭三議員     ８番  芹川 正美議員 
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９番  藤原  豊議員     10番  立山 秀木議員 

11番  立山  隆議員     12番  原   徹議員 

13番  平井 邦廣議員     14番  吉本 政幸議員 

15番  池田 誠一議員     16番  堀  茂幸議員 

17番  永田 紘二議員     18番  森川 昭彦議員 

19番  川野  功議員     20番  古荘 克郎議員 

21番  森  芳顕議員     22番  家入 憲隆議員 

23番  横手 啓介議員     24番  高野 誠二議員 

25番  藤原  弘議員     26番  森  久雄議員 

27番  太田黒鐵郎議員     28番  丸山 寛治議員 

29番  寺崎 勇児議員     30番  丸山 康昭議員 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君）   

 投票漏れはありませんか。 

［「投票漏れなし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

○議長（横手啓介君）   

 開票を行います。会議規則第31条第２項の規定により、立会人に寺崎勇児議員及

び稲葉昇議員を指名いたします。よって、両議員の立ち会いをお願いいたします。 

［開票］ 

○議長（横手啓介君）   

 選挙の結果を報告いたします。 

 投票総数30票、これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。そのうち有

効投票24票、無効投票６票。有効投票中、森川昭彦議員22票、藤原弘議員２票、以

上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は６票であります。よって、森川昭彦議員が副議長に当選

されました。 

 ただいま副議長に当選されました森川議員が議場におられますので、本席から会

議規則第32条第２項の規定により告知いたします。 

 森川議員、当選の承諾のごあいさつをお願いいたします。 

［副議長 森川昭彦君 登壇］ 
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○副議長（森川昭彦君）   

 ただいま議員各位から山鹿市議会第２代目の副議長にご選出をいただきました森

川昭彦でございます。 

 もとより浅学非才ではございますが、皆様方のご指導、そしてご鞭撻によりまし

て、公正にして円満なる議会運営に全力を捧げ、その職責を全うしてまいります。

どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

［拍手］ 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第５ 常任委員会委員の選任   

○議長（横手啓介君）   

 日程第５、常任委員会委員の選任を議題といたします。 

 常任委員は、山鹿市議会委員会条例第８条第１項の規定により、議長が会議に諮

って指名することになっております。 

 よって、お諮りいたします。 

 これより職員をして常任委員会及び所属委員の氏名を朗読いたさせます。 

［職員朗読］ 

 総務文教常任委員会委員、丸山康昭議員、寺崎勇児議員、横手啓介議員、 

川野功議員、堀茂幸議員、原徹議員、藤本峰秀議員、福本義文議員。 

 福祉厚生常任委員会委員、丸山寛治議員、太田黒鐵郎議員、藤原弘議員、 

家入憲隆議員、森川昭彦議員、永田紘二議員、立山 隆議員、稲葉昇議員。 

 経済観光常任委員会委員、森久雄議員、高野誠二議員、池田誠一議員、 

吉本政幸議員、立山秀木議員、藤原豊議員、冨丸洋一郎議員。 

 建設環境常任委員会委員、森芳顕議員、古荘克郎議員、平井邦廣議員、 

芹川正美議員、北原昭三議員、藤本芳雄議員、永田健議員。 

○議長（横手啓介君）   

 ただいま朗読いたしましたとおり、それぞれ指名いたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました以上の諸君を、それ

ぞれの常任委員に選任することに決しました。 

 この際、委員会条例第10条の規定により、議長招集による各常任委員会を招集い

たします。 

 休憩中、直ちに各常任委員会は、委員会条例第10条の規定により、委員長、副委
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員長の互選を行ってください。場所は、総務文教委員控室を総務文教常任委員会、

福祉厚生委員控室を福祉厚生常任委員会、経済観光委員控室を経済観光常任委員会、

建設環境委員控室を建設環境常任委員会といたします。 

 各常任委員会開催のため、しばらく休憩いたします。 

午前10時59分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前11時06分 開議 

○議長（横手啓介君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま各常任委員会において正副委員長の互選が行われましたのでご報告いた

します。 

 総務文教常任委員会委員長、川野 功議員、副委員長、原 徹議員。 

 福祉厚生常任委員会委員長、永田紘二議員、副委員長、家入憲隆議員。 

 経済観光常任委員会委員長、池田誠一議員、副委員長、吉本政幸議員。 

 建設環境常任委員会委員長、平井邦廣議員、副委員長、北原昭三議員。 

 以上のとおりであります。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第６ 議会運営委員会委員の選任   

○議長（横手啓介君）   

 日程第６、議会運営委員会委員の選任を議題といたします。 

 議会運営委員は、山鹿市議会委員会条例第８条第１項の規定により、議長が会議

に諮って指名することとなっております。 

 よって、お諮りいたします。 

 これより職員をして所属委員の氏名を朗読いたさせます。 

［職員朗読］ 

 議会運営委員会委員、太田黒鐵郎議員、高野誠二議員、川野功議員、 

永田紘二議員、堀茂幸議員、池田誠一議員、平井邦廣議員、北原昭三議員。 

○議長（横手啓介君）   

 ただいま朗読いたしましたとおり、指名いたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました諸君を議会運営委員

会委員に選任することに決しました。 
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 この際、委員会条例第10条の規定により、議長招集による議会運営委員会を招集

いたします。休憩中、直ちに議会運営委員会は委員会条例第10条の規定により、委

員長、副委員長の互選を行ってください。場所は議員控室といたします。 

 議会運営委員会開催のため、しばらく休憩いたします。 

午前11時09分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前11時12分 開議 

○議長（横手啓介君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま議会運営委員会において、正副委員長の互選が行われましたのでご報告

いたします。 

 議会運営委員会委員長、堀茂幸議員、副委員長、北原昭三議員。 

 以上のとおりであります。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第７ 山鹿植木広域行政事務組合議会議員の選挙   

○議長（横手啓介君）   

 日程第７、山鹿植木広域行政事務組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選

により行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によることに決しました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法については、議長において指名することにいたしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しました。 

 職員をして山鹿植木広域行政事務組合議会議員の被指名人を朗読いたさせます。 

［職員朗読］ 

 山鹿植木広域行政事務組合議会議員、丸山康昭議員、寺崎勇児議員、 

太田黒鐵郎議員、森久雄員、家入憲隆議員、芹川正美議員。 

○議長（横手啓介君）   
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 ただいま朗読いたしましたとおり、指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま指名いたしました諸君を山鹿植木広域行政事務組合議会議員の当選人と

定めることにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました諸君が山鹿植木広域

行政事務組合議会議員に当選されました。 

 ただいま当選されました諸君が議場におられますので、本席から会議規則第32条

第２項の規定により告知をいたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第８ 議案第１号～議案第４号   

○議長（横手啓介君）   

 日程第８、議案第１号から議案第４号までの全案件を一括議題といたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

      （平成20年度山鹿市病院事業会計補正予算(第２号)） 

議案第２号 平成20年度山鹿市一般会計補正予算(第５号) 

議案第３号 教育委員会委員の任命について 

議案第４号 教育委員会委員の任命について 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君）   

 提案理由の説明を求めます。星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 おはようございます。 

 議案第１号 専決処分の承認を求めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、地方自治法第179条第１項の規定に基づき、平成20年度山鹿市病院事業

会計補正予算(第２号)を専決第16号として、平成20年12月22日に専決処分をいたし

ましたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、ご承認を求めるものでありま

す。 

 まず、補正に係る医療廃棄物の処理に関する経緯等についてご説明を申し上げた

いと思います。 

 昨年の11月20日に、病棟建設予定地の掘削工事中に、地下２メートル程度に注射
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器、アンプル等の医療廃棄物を発見し、工事を一時中断いたしたものであります。 

 ７ページ以降に地図を添付しておりますが、ちょうど真ん中ぐらい上にあると思

いますが、そこが第一発見場所になります。 

 直ちに、山鹿保健所より現地確認をいただき、報告書の提出と処理指導を仰ぎ、

11月25日、県より生活環境保全上に支障のないように、速やかに適正な処理を行う

よう指導票を受領し、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、いわゆる廃棄物処理法

に基づき、さらには同法の平成４年改正による特別管理産業廃棄物として、埋設範

囲を探り分け、選別を行い、特殊容器でありますが、ポリペール容器に回収する作

業を決定し、収集、運搬、処理の許可を有する３社の入札により、作業を開始した

ところであります。おおむね5.48トンを搬出し、特別管理産業廃棄物処理場におい

て超高温処理処分を行ったところであります。 

 トン当たり14万8260円、約81万円と見込まれ、建設事業費の既決予算内で処理す

る方針でありました。しかし、12月４日に工事を再開いたしまして、同所より西側、

お手元の資料でいきますと、左側の角になりますが、当院の焼却炉跡及び旧木造平

屋建ての病院跡の掘削中に、地表より30センチないし60センチ、約650平米に、敷

きならされた医療廃棄物が発見され、昭和51年、法改正により、敷地内の埋立禁止、

また平成４年以降の改正に伴います院内焼却炉の解体に伴いまして、隣接敷地とと

もにブルドーザーにより整地がなされたものではないかと思っております。その際

に、地中に拡散、土砂と混合したものと思われます。 

 第１発見と同様に、山鹿保健所の現地確認をいただき、前回同様に速やかに適切

な処理をというご指導でありました。関連工事を中止し、さらに調査を行い、赤丸

の濃い部分ですが、深さ２メートルないし３メートルの円形状の穴に、大量の焼却

灰、土砂混合の廃棄物を確認し、敷きならした土砂混合廃棄物同様に、探り分け選

別が困難と判断されましたので、12月８日に、鹿島及び処理委託業者と、処理する

方法、数量、経費等の協議を行い、層の厚みや推定面積から、700トンから800トン

超程度ではないかと想定し、改めて随意契約による単価契約を行い、１トン当たり

７万4000円と、これは今回は１トンのフレコンパックに土壌を選別、回収し、混合

土砂ごと超高温焼却処理が可能な処理場に搬出することとしたものであります。 

 ちなみに、県内に土砂混合及び超高温の高速焼却炉が存在しませんので、北九州

方面の特殊な処理工場へ搬出したということであります。 

 おおむね作業が終了する中で、最終的に1347.27トンとなったものであります。

なお、処理範囲の土壌検査及び水質検査をあわせて行いましたが、問題がないとい

う結果を得ております。 

 処分費用が膨大なものとなるため、12月15日、県市町村総室に起債の対象となる
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か協議を行い、数日後、建設に係る事業と認められないと、起債の対象とならない

旨の回答がありましたが、さらに他の方法はないかと、または災害という点でいか

がということで協議いたしましたが、建設改良費及び経常経費ではなく、特別損失

として処理することという回答でありました。特別損失の既決予算額500万円では

不足を生じるため、増額補正をお願いするということになったものであります。 

 なお、専決処分にいたりましたのは、県保健所指導による廃棄物の速やかな処理

もありますが、改築工事の進捗上、緊急に処理し、速やかに工事再開すべきと判断

し、本庁と協議の上、12月20日、専決処分をお願いしたものであります。 

 少し長くなりましたが、元に戻りまして、議案よりご説明申し上げます。 

 ３ページをお開き願います。 

 第１条は、総則です。 

 第２条は、収益的収入及び支出です。このうち、支出について補正をお願いする

ものであります。（第１款）病院事業費の既決予定額に9982万9000円を追加し、総

額を28億73万1000円とするものであります。内容につきましては、補正予算実施計

画によりご説明いたします。 

 7ページをお願いいたします。 

 支出の（款）病院事業費用、（項）特別損失、（目）その他の特別損失の補正予

定額9982万9000円は、委託料で医療廃棄物を処理する費用であります。 

 以上、ご説明申し上げましたが、ご審議賜りますようお願い申し上げて、説明を

終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 池田総務部長。 

［総務部長 池田永実君 登壇］ 

○総務部長（池田永実君）   

 おはようございます。 

 議案第２号 平成20年度山鹿市一般会計補正予算(第５号)についてご説明申し上

げます。 

 この度、ご提案申し上げております補正予算は、世界的な金融危機に端を発した

実体経済の危機や景気後退のあおりを受けての国の第２次補正予算に伴うものであ

ります。 

 まず、国の補正予算の基本的な考え方につきましてご説明を申し上げます。 

 昨今の急激な景気後退がもたらす影響は、いずれ国民生活すべてに到達し、とり

わけ経済的な弱者や資金繰りに苦しむ中小・小規模企業、都市部との格差に悩む地

方といった弱者に大きな波となって押し寄せてくる恐れがあります。 
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 そこで、国におきましては、国民生活と日本経済を守ることを最終目標とし、

セーフティネットをより一層強力に張りめぐらせ、支援を行うことによって、緊急

の備えを万全にすることを基本として編成された次第であります。 

 その中で最も重点施策として位置づけられておりますのが、生活対策関連予算で

あります。この生活対策予算は、生活者の暮らしの安心、金融経済の安定・強化、

地方の底力の発揮からなる３部構成となっております。 

 これらの中で本市に直接関係する予算といたしましては、定額給付金を初めとす

る生活者の暮らしの安心対策及び地域活性化生活対策臨時交付金を含む地方の底力

の発揮に係る二つの事項であります。 

 それでは、１ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算は、歳入歳出予算の補正及び地方債の補正であります。 

 第１条は、歳入歳出予算の総額に21億3157万6000円を追加し、補正後の予算総額

を292億3233万3000円とするものであります。 

 続きまして、それぞれの事業概要についてご説明を申し上げますが、本来ですと、

（款）総務費から順次、ご説明を申し上げるところでございますが、今回は国の補

正予算の体系に沿ってご説明を申し上げます。 

 まず、地域活性化生活対策臨時交付金関連の予算についてご説明をいたします。

既に新聞報道等において、ご承知のことと存じますが、総額6000億円からなる臨時

交付金につきましては、本市への交付予定額が６億6288万5000円であります。その

活用につきましては、本市の場合、三つの施策を予定しております。 

 14ページをお願いいたします。 

 一つ目の施策として、（款）農林水産業費、（目）農業振興費の中にあります地

域情報発信交流施設整備事業１億1,000万円であります。当事業はＪＡかもとにお

いて計画されておりますファーマーズマーケットの整備にあわせて、本市の特産品

や観光情報等の情報発信機能を備えた交流施設を、同施設と併設して整備するにあ

たり、支援を行うものであります。 

 二つ目の施策は、15ページの下段にあります（款）教育費、（目）学校建設費の

中にあります安全・安心な学校づくり事業３億5,480万円であります。当事業は、

菊鹿中学校及び鹿本中学校において、学校施設の防災強化対策として耐震補強等を

行うものであります。 

 三つ目の施策は、16ページにあります鹿北複合施設建設事業４億6,418万5,000円

であります。当事業は、鹿北総合支所に係る公益施設の集約化に合わせて、図書室、

保健福祉多目的室を整備するとともに、地域コミュニティ機能の再生を図り、市民

サービスの向上を目指すものであります。 
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 なお、生活対策臨時交付金事業の選択につきましては、その趣旨を踏まえること

はもちろんでありますが、本市の場合は、来年度予定しておりました事業の中で、

実施設計が終了しているもの、また関係機関との協議を終えているものを優先的に

事業年度を繰り上げて、いわゆる前倒しして実施するものであります。 

 続きまして、生活者の暮らしの安心対策及び地方の底力の発揮対策関連予算につ

いて、順次、ご説明申し上げます。 

 12ページをお願いいたします。 

 （款）総務費、（目）地域再生費の補正額９億5500万円は、定額給付金に係るも

のであります。景気後退下での生活者の不安に、きめ細かく対処するため、家計へ

の緩急支援策として給付するものであります。給付対象者１人につき１万2000円、

なお65歳以上及び18歳以下については２万円を給付するものであります。 

 続きまして、13ページにあります（款）民生費、（目）子育て応援対策費の補正

額3490万8000円は、子育て応援特別手当に係るものであります。幼児教育費、小学

校就学前３年間の第２子以降の子どもに対して、１人につき３万6000円を支給する

ものであります。 

 次の（目）扶助費の補正額9500万円は、２次補正予算とは直接関係はありません

が、急激な経済不況等に伴う生活保護受給者の増加によるものであります。 

 14ページをお願いいたします。 

 （款）農林水産業費、（目）農業振興費の中にあります水田地域営農体制整備支

援事業1227万1000円は、先の国の１次補正に係る追加内示に伴うものであります。

農業用機械の購入に対して支援を行い、産地間競争力の強化を図り、農家経営の安

定化に資するものであります。 

 次の（目）林業振興費、路網整備地域連携モデル事業2123万2000円は、山村地域

の経済活性化策として、森林組合と建設事業者の連携を図り、市有林内の作業道の

整備を行うものであります。 

 続きまして、15ページにあります（款）商工費の中にあります緊急雇用対策事業

518万円は、厳しい雇用情勢にかんがみ、一時的に行政分野において、臨時職員と

して雇用の場を確保するものであります。 

 次の（目）商工振興費、プラザファイブ再生支援事業7900万円は、先の12月定例

会におきまして議決をいただいておりますプラザファイブ再生支援事業に係る国負

担分の追加内示に伴うものであります。結果、国負担分が増加し、組合の負担が減

少するものであります。 

 以上、歳出予算の概要につきましてご説明申し上げましたが、補正予算に関する

説明書としまして、17ページ以降に、給与費明細書及び地方債に関する調書を掲載
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いたしておりますので、ご参照の上、ご審議賜りますようお願い申し上げ、説明を

終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 杉燒副市長。 

［副市長 杉燒義文君 登壇］ 

○副市長（杉燒義文君）   

 議案第３号、議案第４号について、提案理由の説明をいたします。 

 議案第３号、議案第４号は、教育委員会委員の任命についてであります。関連に

より、まとめて説明を申し上げます。 

 次の２名の者を教育委員会委員に任命したいから、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律（昭和31年法律第162号）第４条第１項の規定により、議会の同意を

求めるものであります。 

 議案第３号におきましては、住所、山鹿市城3117番地、氏名、杉本作德、昭和19

年８月25日生まれです。 

 提案理由といたしまして、現田中宏委員の任期満了に伴い、新たに選任しようと

するものであります。 

 議案第4号におきましては、住所、山鹿市鹿本町来民1648番地２、氏名、栗川亮

一、昭和35年２月10日生まれです。 

 提案理由といたしまして、現中川德男委員の任期満了に伴い、新たに任命しよう

とするものであります。 

 なお、それぞれの議案の次ページに略歴を記載いたしております。ご参照の上、

よろしく同意賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（横手啓介君）   

 この際、議案審査のため、しばらく休憩いたします。 

午前11時36分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午後１時00分 開議 

○議長（横手啓介君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより、ただいま議題となっております全案件について質疑を行います。 

 発言の通告があっておりますので、順次発言を許します。太田黒鐵郎議員。 

［27番 太田黒鐵郎君 登壇］ 

○27番（太田黒鐵郎君）   

 27番議員の太田黒鐵郎でございます。 
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 私は、２点について質疑を用意しておりましたが、定額給付金のことにつきまし

ては、質問事項が25項目にわたっておりますので、３月議会の一般質問に回したい

と思います。１点、質疑をいたします。 

 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて、平成20年度山鹿市立病院事

業会計補正予算（第２号）、このことにつきましては、先ほど、部長から専決処分

の理由並びに経緯につきましては説明がありましたけれども、専決処分とは議会に

おいて議決すべき事件について、必要な議決または決定がなされない場合のほか、

長において議会を招集する暇がないと認めるときに限って、臨時的・補完的に議会

の議決すべき事件を処分し、行政の秩序と安定を図ろうとする趣旨であるというこ

とが基本的な考えであります。 

 そういう中でお尋ねしますけれども、４点ありますけれども、あとの３点はあま

り今度のことについては該当しないと思いますけれども、先ほどの説明のように、

議会を開催する暇がなかったというようなことでありますけれども、先ほどの説明

では、これが発覚したのが11月20日頃です。そして、12月22日に専決処分をしたと

いうような説明でありましたけれども、素人でわかりませんけれど、量とか何とか

は5.48トンから34.27トンぐらいになっておるようでありますけれども、まずこの

暇がなかったという問題につきましては、これはそういう時期にはちょうど12月の

議会中でもありますし、私は大体文教厚生委員会でして、このことは所管のことで

ありますので、質問するのはおかしいと思いましたが、このことについては何の報

告もない、ただ先日、この前の全協の前に、電話でこういう問題が出ましたので提

出しますからというだけの話でありました。金額も何もわからないというようなこ

とで、この間の全協のときも具体的な説明はないというようなことです。そういう

ことですから、これは暇がないというようなことは、とても私には考えられない。

非常に今、私たちも合併して、山鹿市議会に出てくるようになってから、この専決

処分というのが非常に多いような気がします。それで、この専決処分の金額とか何

とかは別問題として考えにゃならんと思いますけれども、今度はこの医療廃棄物の

処理に要する費用というようなことで、9982万9000円というようなことであります。

約１億円であります。１億円の金を簡単にこのように議会の説明もしない、大体な

らば全協のときに説明するか、その前に12月議会で説明、それから委員会あたりで

現地調査というようなことまで十分説明を受けた後での専決処分ならば、このよう

なことは申し上げませんけれども、１億円近い金を簡単にこのように専決処分をす

るということは、私にはちょっと考えられんようなことであります。発覚の時期と

か量とかにつきましては、先ほど説明がありましたので別にようございますけれど

も、あまりこの専決処分というのを安易に考えておられるのではなかろうかという
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ようなことを思います。 

 行政の実例を三つばかり申し上げますと、専決処分の認定は、客観的に妥当であ

ることを要し、その認定を誤ると違法の措置となるというようなことが一つ、２番

目には議会を招集する暇がないと認めるかどうかは、長の自由裁量ではなく、その

認定に具体的な客観性がなければならないというようなことです。これはちょっと

違いますけれども、方向が、議会で否決された助役、副市長の選任同意の件を長は

専決処分をすることはできないと、こういうことがいろいろ行政実例の中にいっぱ

いありますけれども、私はそういう意味からして、この専決処分にはどうしても承

認をするというようなことは、私は今の説明、それから今までの経緯、流れの説明

では、飲み込むことができないというようなことでありますが、私はこれを承認す

ることはできませんけれども、再度お尋ねをいたしますけれども、そういうその暇

がないということと、説明をしなかったというようなことは、どういう考えでその

説明がなかったのか。暇がないということは、私は今度の場合は言われないと思い

ます。その点についてお尋ねをいたします。 

○議長（横手啓介君）   

 これより、執行部の答弁を求めます。星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 ただ今、27番、太田黒議員の専決処分の理由と経緯についてということでのご質

疑であります。 

 先ほども申しましたが、専決処分に至った理由として、基本的には廃棄物による

その地域環境等に、生活保全を速やかに処理をしてやりなさいという指示もありま

したが、やはり工事進捗上、これを当初のように、分別、いわゆる針は針、ガラス

はガラスというような細かな選別を、当初、発見時に行っておりましたが、２回目

の発見に至りまして、不可能という中で、これをじゃあどんな具合になるかという

ことをしますと、やはり処分に手作業によると３カ月ぐらいかかるというような、

それからまだもっと膨大な費用がかかるという中で、一つの処理方法を決めたわけ

であります。経緯的に、議会に対する配慮が足りないという点につきましては、私

自身も反省すべき点があったかと思います。ただ、今回は12月20日から、先ほど申

しましたように、12月20日に発掘しましたのは、図面でお示ししましたように、昭

和23年から40年頃に、当時、伝染病院というような形で行われていた部分の、いわ

ゆる容器とか針の形状、それから注射器の形状等を見ますと、その時代に埋められ

たもので、非常にコンパクトに固めて埋めてあったと、分別もできたというような

状況であります。したがいまして、経費的にも見ますと、10トンいくかいかないか
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というような状況でありましたので、建設工事の費用の中で見ていこうというよう

なことで判断をしたわけであります。その後、12月４日、５日以降に、同時に工事

再開をいたしまして、機械を入れましたと同時に、やはり医療廃棄物がまた発見さ

れまして、直ちに工事を中止し、範囲等を調べ直し、調査をし、その時間にまた若

干要した中で、８日、９日頃に、ともかく処理方法を決定いたしまして、フレコン

パック方式で土壌ごと持っていこうというような決定を行ったわけであります。こ

の段階で、数量的にまだ不鮮明でありました。700トンから800トンぐらいじゃない

だろうかというような中でやっておりまして、この段階までは県の方とまだ協議が

できておりませんで、協議が開始されたのが15日過ぎからです。15日から県の方と

協議します中で、同じように建設事業費ということでの県へのご指導をお願い申し

上げたところですが、先ほど申しましたように、特別損失というような形で処理を

しなさいという結果が出ましたものですから、それ以降に本庁の方に今後どうする

かというようなことの協議に入りまして、今回のような専決処分というような議案

でご提出したところであります。 

 経過的には、そういった形での経過でございまして、専決処分のあり方について

は、太田黒議員がおっしゃるとおりであります。私どもの方としても、いかにある

べきかと、専決処分すべきかどうかにつきましても、県の方からのご指導の中でも

ありますし、本庁の方からもそういった方法でやらないと、数量の確定ができない

というような中で専決処分の取り組みというような形になっております。 

 なお、議会委員会につきましては、ご承知のように、そういったものの発見があ

ったということにつきましては、年明け早々に委員長にはご報告させていただきま

したけれども、非常に混乱していた時期でありますので、立ち話というような形で

大変申し訳ありませんけど、そういった形でご報告というような形をとらせていた

だいております。 

 説明不足になりますが、私どもの方ではそういった形での専決処分というような

形でお願いをしたということであります。以上でございます。 

○議長（横手啓介君）   

 太田黒議員、了解ですか。 

○27番（太田黒鐵郎君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 太田黒鐵郎議員。 

［27番 太田黒鐵郎君 登壇］ 

○27番（太田黒鐵郎君）   
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 今の部長の答弁は、私が尋ねたことは言わないで、長々と言うけれども、そうい

うことじゃない。何でそういう暇がなかったかということと、現場あたりを委員会

にでも見せる必要はなかったか、議会を軽視しちゃおらんかというようなことを私

は考えるから、そういうことを聞いたわけです。暇がなかったとは言わせられんと、

今度は思います。この専決処分については、これは最後までいろいろ議論してもで

すな、議会は長から専決処分の報告を受けたときは、その内容について説明を求め、

専決処分が特に議会を招集する暇がないという理由であった場合には、その客観的

事実を審査し、承認の可否を決しなければならない。この場合、議会の承認が得ら

れなくても、当該処分の効力には影響はないわけであります。しかし、もし問題が

発覚した場合においては、市長には政治的責任、または道義的責任は残ることにな

るというようなことでありますので、今、部長の答弁の足らんだったところと、こ

のことについて、市長はどういう考えでこの専決処分をやられたか、その点につい

てお尋ねいたします。 

○議長（横手啓介君）   

 執行部の答弁を求めます。中嶋市長。 

［市長 中嶋憲正君 登壇］ 

○市長（中嶋憲正君）   

 ただ今の太田黒議員のご質疑にお答えいたしたいと思います。 

 今回の専決処分につきましては、金額も本当に多額でありますし、こういった形

で専決をせざるを得なかったことについては、本当に大変申し訳ないなあと、そん

な思いをいたしております。先ほどから部長が申し上げておりますように、今回の

ことにつきましては、第１回、第２回の発見があっておりまして、その中で、特別

なことでありまして、担当部署におきましては、非常に困惑しとった、混乱しとっ

たところでありますし、またこういった廃棄物の処理につきましては、県等と、保

健所等との、十分な相談、またご指導の中でしっかりと進めていくべきであるとい

うことの中で、そういったことをしながら進んできたわけでありますけれども、先

ほど申し上げましたように、非常に大量のものがこうして出たということで、現場

も混乱しておったと。そういった中で、説明や報告や議会等への調査等々につきま

しても、漏れておったなあという、大変そういったことにつきましては、議会の皆

さん方に申し訳ないなあと、そんな思いをいたしております。 

 そういった中で、病院事業の建設等につきましても、非常に時間の停滞を許され

ない状況でありまして、そういった中で、今回、専決処分をせざるを得ないという

判断をいたしたところであります。 

 先ほど申し上げましたように、議会への報告や説明等々ができなかったこと、そ
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ういったことにつきましては、改めて心からお詫び申し上げたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 太田黒議員、了解ですか。 

○27番（太田黒鐵郎君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 太田黒鐵郎議員。 

［27番 太田黒鐵郎君 登壇］ 

○27番（太田黒鐵郎君）   

 ただ今、市長から答弁がありましたけれども、これはもう専決処分されて、執行

されたことであります。先に申し上げましたように、これを最後まで幾らついても

これは影響ないわけでありますので、もうこれ以上申し上げる必要もないと思いま

すが、私はこの件につきましては、妥当ではないと思いますので、この件につきま

しては、私は承認をできないというようなことで質疑を終わりたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、太田黒議員の質疑は終了いたしました。 

 次の通告順により、藤本芳雄議員の発言を許します。藤本議員。 

［３番 藤本芳雄君 登壇］ 

○３番（藤本芳雄君）   

 ３番議員の藤本芳雄です。 

 今日から議員ということで、ただ今、太田黒議員の質疑の中で、私もびっくりし

たというのが、この１億円からなる金額を委員会もしないで、あるいは議会の中で

もしない、あるいは報告については、委員長に立ち話で話したと、こういうことが

この金額からするとですね、これでいいのかなと、私も先ほどの質疑者に対しても

同感でありまして、今後、このようなことがないように、これは十分もうちょっと

しっかりとやっていただきたいという思いであります。 

 それから、工事期間があるからという話がありましたけれども、今一度、この病

院の工事に対しての開始日から完了予定というのを一つお尋ねをいたします。先ほ

ども話があったかもしれませんけれども、大体この産廃というのは、いつ頃のもの

で、昭和何年から何年頃というのがわかりましたら教えてください。この地図を見

ますと、大分掘って、いろいろあるようですけれども、この他に出る可能性といい

ますか、今後、これで本当に終わるのかなという思いもありますので、お尋ねをい

たします。 

 それと、こういう産廃が出たと、埋められたという、時期が相当古いかもしれま
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せんけれども、病院職員の先輩、大先輩達に対して、聞き取り調査ではありません

けれども、例えば訪問をして、こういうことがあったけれども、先輩達は記憶には

ないですかとか、そういうことがありましたでしょうか。以上、お尋ねします。 

○議長（横手啓介君）   

 これより、執行部の答弁を求めます。星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 藤本芳雄議員のご質疑にお答えさせていただきます。 

 市長も申しましたとおり、配慮が足りないと、目の前のことにとらわれてしまい

まして、議会というものに対する配慮が足りなかったということは十分我々も反省

しなきゃいけないし、また今後、あり得てはならないというのを申し上げまして、

答弁をさせていただきます。 

 大体いつ頃のものかということなんですけれども、先ほど申しましたように、当

病院は昭和23年８月１日に設置されております。それ以降、営々と60年の運営をや

っておるわけですが、第１発見を行われたのは、昭和23年から40年代の頃の機器類、

形状からそういう具合に判断される。第２発見に至りましては、非常に粉砕されて

いる部分もありましたが、これは50年代までぐらいまでのものではないかというこ

とであります。それと申しますのも、先ほど申しましたが、その法律が改正になり

ましたのが平成４年が一つの大きなターニングポイントになっております。平成

４年以降は、一般廃棄物と特定廃棄物に分けるようになりまして、その特定廃棄物

の中に医療廃棄物というようなことがあります。しかしながら、まだそこまでは厳

しくありませんで、それぞれの病院で業者と契約をするもの、それから一般廃棄物

として焼却するものというような形で処理はされております。したがいまして、お

おむね埋設されているというのは、大体51年代までです。と申しますのが、昭和51

年の改正で、敷地内の埋設を禁止する規定になっております。だから、それ以前の

ものであろうと思います。 

 今後、ほかにはないかということですが、これは先輩達に聞いていないかという

こととあわせて申し上げますと、私どもの方の先輩にもいろいろお尋ねはしており

ます。しかし、非常に曖昧で、焼却炉があった位置ということについては、私ども

も把握はいたしておりますが、穴を掘って埋めてあるというようなことでありまし

た。先ほど申しましたように、穴を掘って、そこの位置にあるだけなら、以外と簡

単に回収ができた。ところが、思いもよらない、整地作業ということで、30センチ

から60センチの地下に、ブルドーザーで敷きならされた状態で、整地がなされてお

りまして、回収が困難というような状況でありました。 
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 ほかにはないかということでありますが、基本的にはそちらの方にあったという

記憶だけしか、皆様方は申されておりません。 

 それから、西病棟の下にメッシュがあります。そこは同じように、西病棟を昭和

47年頃に建てるときに整地されたということで敷きならされたという具合に聞いて

おります。 

 その他については、またリハビリ棟とか、その他周りについての情報は得ており

ませんが、全然ないということをここで言明できないというのが事実であります。

今後も工事にあたりまして、極力その辺の調査、また聞き取り調査も、もう一度あ

わせて行いたいと思いますが、記憶が皆さん方、曖昧でありまして、的確な情報を

得られなかったというところであります。 

○議長（横手啓介君）   

 藤本議員、了解ですか。 

○３番（藤本芳雄君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 藤本議員。 

［３番 藤本芳雄君 登壇］ 

○３番（藤本芳雄君）   

 今、よく危機管理という言葉が聞かれますけれど、こういうことに限らず、市政

を担われる市長初め、職員の皆さん、特に市長において、この危機管理というのが、

これに限らずですけれども、市政を担当される、最後に心意気をひとつお尋ねをし

て、まだほかに予定者がいらっしゃると思いますので、私はこれで終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 答弁を求めます。中嶋市長。 

［市長 中嶋憲正君 登壇］ 

○市長（中嶋憲正君）   

 ただ今の藤本議員のご質疑にお答えいたします。 

 今回の件につきまして、危機管理、どういった思いをしているかというお尋ねで

ありますけれども、まさに今回のこと、先ほどもご説明申し上げましたように、当

初予定していなかったことが急に起こったと、さらにまたそれが拡大していったと

いうことで、非常に現場が困惑して、そのことが非常に議会への説明不足やこうい

った専決処分につながったということで、非常に申し訳なく思っております。やは

りこれもまさにそういった突発的な予想せぬ出来事であると、まさに危機に対する

措置が非常に不十分であったと思っております。今回のこの事柄を、このことだけ
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に終わることなく、全部の職員が全部の事柄について、こういったことがいつ起こ

るかわからないということの中での日頃の準備を、私たち職員しっかりと思ってい

くよう重ねて取り組みを強化していきたいと思っております。 

○議長（横手啓介君）   

 藤本議員、了解ですか。 

○３番（藤本芳雄君）   

 終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、藤本議員の質疑は終了いたしました。 

 次の通告順により、森久雄議員の発言を許します。森議員。 

 

○26番（森 久雄君）   

 26番、森久雄でございます。 

 質疑をですね、議案第１号 専決処分の承認を求めることについて、平成20年度

山鹿市病院事業会計補正予算（第２号）に対して行いたいと思います。 

 太田黒議員からですね、かなりなことをお尋ねになっておられますが、私は私の

立場から重複することも含めてお尋ねをしていきたいと思います。 

 9982万9000円という額がですね、先般の全協の中で、２月の臨時議会に特別損失

として出しますということを見ましたときにですね、大変驚きをいたしました。こ

れは事件の内容も去ることながら、あまりにも巨額であります。この事件を専決で

済ませるという、このこと自体をですね、私は議会を軽視しているのではないかと

言わざるを得ないと思っております。 

 先ほども太田黒議員、専決処分についての説明を大変詳しくされました。その中

で、私は臨時議会をやっぱり招集せにゃいかんなあと、そういうことを思われるこ

とは一瞬もなかったのかなという気がいたします。特別に緊急を要したとお考えに

なられたとしてもですね、やっぱりこういう巨額のものをエイヤーということで専

決をするということではですね、今後の行政の運営について不安を覚えます。理由

がいかなる理由があったとしても、やはりこういう事件に関しては、やっぱりどう

しても臨時議会などを招集して、事のてんまつを詳しく説明をして、そして特別損

失なら損失の議決を仰がなければならなかったのではないかということを強く申し

上げておきたいし、先ほど太田黒議員に対する市長の判断についてのご答弁には承

服をしかねますので、再度、専決をするという判断をされた理由を市長がお答えを

いただきたいと同時に、星子部長の方からですね、本庁協議をしたということであ

りましたけれども、じゃあ本庁協議にだれが出てですね、その協議をして、専決で
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いこうということにされたのかですね、その際の本庁における協議の内容、だれが

出席をしてやったのか、そのことについてもご説明をいただきたいと思います。 

 ２点目であります。埋められていた医療廃棄物について伺いたいと思いますが、

今お二人ほどですね、お聞きになられておりますが、昭和23年から40年頃のもの、

それから50年代のものを含めて、総量で1,347トン出てきたということであります

が、それらは法的にはですね、先ほどから説明を聞いておりますので、適正でやむ

なしと、そういう処理方法しかなかったのかなあというふうに思いますけれども、

そういうふうにして医療廃棄物は処理をしてきたというような記録はなかったんで

しょうか。そのことを確かめたいと思います。そして、そういう処理をしてきて、

いわば1000トンにも上るように量のものを、病院の敷地内に埋めていたというよう

なことがですね、まったくなかったのか、あっていたとすればですね、今回の工事

にかかる前に事前調査をなぜしなかったのか。例えば、うわさでもですね、聞きか

じりでも何でもいいんですが、そういうものがあるとしたら、どういうふうな事態

になるということの予想はまったく立たずに工事にかかっていったのか。そういう

ことでありますならば、大変甘い、言うならば、おおざっぱな計画で工事に着工し

たのではないかということを指摘せざるを得ないと思います。事前調査も何もしな

いでいかれたということなのか、そういうこともわかっておりながら、そのことは

横に置いて進めてきたのかということであります。しかしながら、何かさっきから

答弁を聞いておりますと、市長答弁でも同じような口調でありますが、青天のへき

れきのような、まったく知らなかったと、突然現われたものだというふうに言われ

ておりますけれども、それもまた非常におかしい答弁でありますから、そこら辺で

すね、調査をしたのかしなかったのかを含めて、市長からお答えいただきたいと思

います。 

 ３点目の契約について伺います。11月25日、県より速やかに処理しなさいという

ようなことで、11月25日の日付で説明が先ほどされましたのは３社の入札、そして

12月８日には今度は随意契約をやりましたと、この内容が定かでありませんので、

３社入札でどれだけの量を幾らで入札をされたのか。それから、随意契約は総額幾

らのものをどこと契約したのか、そういうことを明らかにしていただきたいと思い

ます。巨額なものをですね、随意契約をするということは、これまでもこの新議会

になる前の、昨年１年間でもですね、いろいろと問題があって、学習は相当積まれ

ていると思いますから、簡単に随意契約を結ぶことには大変なちゅうちょ、慎重さ

があったと思いますけれども、それすらもなく、ただただ急げ急げで随意契約をさ

れたのかどうかですね、私は随意契約というものが非常に危険性があるということ

は前々から思っておりますけれども、今回はなぜ随意契約をされて、その額が幾ら
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だったのかということをですね、相手の業者も含めてご説明いただきたいと思いま

す。 

 それから４点目ですが、処理費用の財源をどうやって調達されたのか。私はです

ね、病院事業の中に内部留保資金の余裕はないと思っております。でありますから、

１億円近い金をですね、緊急に業者に支払うわけでありますから、恐らく一借をさ

れたのか、一般財源の投入はですね、今回の補正の中に見えませんので、一般財源

からは繰出しはあってないと思います。では、どういうふうにして調達をされたの

か、そのことを教えていただきたいと思いますし、この欠損額でありますから、20

年度の決算における欠損金の大きな上積みとして残りながら、なおかつ今後の病院

経営に大きな負担として残っていくんじゃないかと思いますけれども、このことに

ついても市長の方からご答弁をいただきたいと思います。 

 １回目を終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 これより執行部の答弁を求めます。中嶋市長。 

［市長 中嶋憲正君 登壇］ 

○市長（中嶋憲正君）   

 ただ今の森議員のご質疑にお答えいたします。 

 専決処分をしたときの判断、どうだったかということであります。先ほどから申

し上げましたように、この予期せぬものが出た、そしてそれがまた拡大していった、

そしてまた医療廃棄物ということで、その取り扱いも慎重にせにゃいかん、また速

やかにせにゃんと、また工事も長期に中断するという、そういった中で非常に現場

が混乱しておったと、困惑しておったと。そういった中で、当面のそのことをどう

するかということにもう集中をして、こういった議会への説明や、これを議会に説

明しながら、臨時議会を開くという、そういったことに非常に現場もそういった状

況で困惑しておったということでありますし、私どももそれを受けたときに、その

処理をどうするかということに神経が集中しておった。そういうことで、非常に反

省をいたしております。そういった中で、期間的なもの等々をしたときに、専決処

分しながら、これを進めていくしかないというような、判断に至ったということで

あります。 

 また、これまで調査をしたかということにつきましては、病院の事務部長の方か

ら、また随意契約の状況等についても部長の方から説明をさせたいと思います。 

 また、最後の財源につきましても、詳細につきましては、部長の方から説明をさ

せたいと思いますし、しかしながら、これは病院事業の大きな損失の上乗せになる

ということで、大変心配をいたしておりますし、このことをしっかりと受け止めな
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がら、今後の病院経営にもしっかりと生かしていく、こういった危機感をもって対

処していく、そのことが大事であろうというふうに思っております。 

○議長（横手啓介君）   

 星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 森議員のご質疑の中で、まず専決処分の方法等について、専決処分に至る中で、

本庁との協議のメンバーについてのご質問がありましたけれども、本庁と協議いた

しますときには、事務部の管理課長、それから財政係長、あわせて建設室の補佐と

いうようなメンバーが、本庁財政課の方に赴きまして、協議を重ねてきたところで

あります。県の方には管理課の財政担当の方が、県の市町村総室の方、担当者と協

議を行ってまいったところであります。 

 それから、処理方法の記録関係ですが、当時、先ほど申しました平成４年、これ

から廃棄物のマニフェストといいますか、伝票方式に変わったのが平成４年以降で

あります。それまではどれだけの数量を捨てたのかという記録はまったくありませ

ん。特に昭和51年埋設が廃止される以前のものについては、そういった記録があり

ません。また、先ほど申しましたように、場所の指定とか、ここというようなこと

については引き継ぎはいただいておりません。ただ、私の方で判断しまして、その

判断の材料に何があったかと言いますと、昭和51年にたまたま市立病院の航空写真

がありまして、中で焼却炉の位置と、それから噂で聞いている焼却炉の周辺に穴を

掘って埋めたという情報を引き継いできておいたというところであります。 

 それから、1000トンということでありますが、実質的には先ほど第１発見で申し

ましたように、分別していきますと、わずかな泥はついておりますが、５トンぐら

いで出ていったわけです。1000トンを超えたというのは、これは土砂をすべて、言

うならば２メーターぐらいの層を土ごと運び出すということですので、1000トンと

いうことであります。医療廃棄物そのものが1000トンあったということではありま

せんので、よろしくお願い申し上げておきます。 

 それから、３点目の契約の方法ですが、当初、実数で５トン強のものを出します

ときには、資格をもつ業者３社により入札を行いまして、株式会社サンレイメディ

カルというのが落札、単価契約であります。数量が確定しませんので、単価契約で

行いまして、サンレイメディカルに単価契約を行ったものであります。その後、12

月４日頃以降に、大量の状況が出てまいりまして、そのときに改めて全体的像を調

査しました結果が、先ほど申し上げた700から800トンぐらいの数量に当たるという

ことで、今度は１トンごとに包むフレコンパックといいます。よく道路を走ってお
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りますけれども、白い大きな袋です。その袋に土砂ごと入れる形になりますので、

これも数量をあくまでも推定でいきまして、700から800トンでいくらかという形で

のことでありましたが、先ほど申し上げましたサンレイメディカルが既に着手をし

ておりましたので、それを随契により単価を下げて、７万4000円程度で今度は単価

を下げて随意契約を行ったところであります。 

 それから、最後に財源のお話であります。おっしゃるとおり、非常に内部留保資

金はもう厳しいものであります。ただ、今回の財源については、収益及び市中銀行

からの一時借入金という形で対応したいと思っております。特別損失は支出上、費

用として発生するので、決算においてはその分の費用が増加となります。今後の経

営に重い負担となりますが、一生懸命がんばっていく中で、やや経営の一つの光が

見えはじめたところであります。なおさら、効率化と収益の確保に対応してまいり

たいと存じております。 

○議長（横手啓介君）   

 森議員、了解ですか。 

○26番（森 久雄君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 森議員。 

○26番（森 久雄君）   

 ２回目のお尋ねをしたいと思います。 

 事前調査をされたのかされなかったのかということを、先ほどお尋ねしましたが、

部長の方の答弁では、記録のようなものはなかったと、航空写真で焼却炉があって、

それで埋めていたんだろうというような具合ですが、普通それだけで終わりますか

ね。昭和23年の開設から40年頃まで、有廃棄物が出てこなかったのか、出ていたと、

それぐらい予測がつくと思います。それで、市長もですね、予期せぬものが出たと

答弁されますが、普通、こういう大がかりな工事をするときには、事前にやっぱり

チェックをするのが常識じゃないですかね。それで、先ほども時間がなかった、混

乱をしていたということで答えが済まされておりますけれども、私は事の重大さに

かんがみればかんがみるほどですね、やっぱり議会というものに対してですね、説

明を加えて、そしてそれなりの住民の代表である議会の皆さん方の理解を得なけれ

ばですね、こういう大がかりな事件というものの終息は難しいのではないかなあと

いうふうに思います。 

 本庁の協議メンバーで、財政課と協議したということでありますが、専決するの

は市長ですよね。協議のときには市長はどこにおられたんですか。私はやっぱりこ
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れだけのものが出てどうするかということを相談するときの一番最高責任者は市長

であったと思いますけれども、そのとき市長は、例えば副市長とか、ほかの財政担

当部長とか、いろんな方々をそこにやっぱり招集をかけて、そして最終的にエイ

ヤーということで専決にいこうという決断になったんだと思いますけど、財政課の

職員と協議したということだけで、市長の思いというのは、いずれの時点でその最

終判断に加わられたのか、そこをもう一回お聞きしたいと思います。 

 それから、契約が３社入札でサンレイメディカルに最初は単価契約をしていた。

その後、700トンから800トンが見込まれるので、またこれをそのまま随意契約にし

たと。どうもこの契約の方法もですね、やっぱり判然としないという気がいたして

おります。真相究明というようなことを申し上げるつもりはありませんけれども、

今回の専決処分につきましては、長く記憶に残るような手法をとられて、そして対

応されたということになるのではないかと思います。 

 非常に悲しいのは、予期せぬものが出たということで、あとは混乱をしたと、そ

して議会を招集する暇がなかったと、こういう言葉に尽きるような説明であっては

ですね、非常に残念でありますので、私としましてはですね、もう専決処分されて

ますから、不承認ということにはいたしませんけれども、二度とですね、こういう

ようなことがないように、そしてまたこういう、先ほど危機管理とかいうことも言

葉が出ておりましたけれども、本当に長としてのですね、もっと慎重な、そしても

っと深い考えでですね、対応されることを要望して質疑を終わりたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 執行部の答弁を求めます。池田総務部長。 

［総務部長 池田永実君 登壇］ 

○総務部長（池田永実君）   

 専決処分の市立病院からの協議について、財政担当部長として私の方から少しお

答えいたします。 

 先ほど、星子部長がご説明しましたような理由で、専決の相談が財政課の方にあ

っております。それを受けまして、私自身も財政担当部長として判断をいたしまし

た。今回の事案につきましては、先ほど担当部長が申し上げましたとおりでありま

すけど、少し補足的に説明をさせていただきますと、昨年の11月下旬に医療廃棄物

が発見され、その後、関係機関、山鹿保健所ですが、と協議を行い、当機関の指導

の下、迅速かつ適正な処理をする必要があったこと、また全体埋設量の把握及びそ

の撤去費用の算出等に相当の期間を要したこと、処理費用の支出項目について、公

営企業会計における特別損失により支出すべきであるという県の指導があり、既決

予算での対応が難しかったこと、それから市議会の改選時期を間近に控えておった
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ということなどの理由によりまして、今回、専決処分という取り扱いをするという

ふうに財政担当部長としては判断をいたしました。ただし、本事案の重要性にかん

がみまして、速やかに議会に対して説明を行うべきであったというのは、十分反省

をし、認識をしております。 

○議長（横手啓介君）   

 中嶋市長。 

［市長 中嶋憲正君 登壇］ 

○市長（中嶋憲正君）   

 森議員の再度の質疑にお答えいたします。 

 専決処分の最終決断のときにどう考えたかということでありますけれども、また

タイミングも含めてでありますけれども、今、担当部長から話がありましたように、

この件につきまして、担当部、そしてまた病院部局、どうすべきかということで慎

重に検討した中で、それを受けた中で専決処分やむなしという判断の中で今回行っ

たところであります。先ほど、お話がありましたように、長としての慎重さ、深い

思慮、そういったものが足りないんじゃないかというお話がありました。やはり前

の段階で、現場だけのことにとらわれず、全体の中での物事を考えていく、そうい

った視点、そういったものをしっかりとまた今後、私自身、勉強しながら、思いを

いたしながら、このような大きな事柄が起きたときに、冷静に確実に対処できるよ

うに、さらに気を引き締めて対処してまいりたいと思っております。 

○議長（横手啓介君）   

 森議員、了解ですか。 

○26番（森 久雄君）   

 終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、森議員の質疑を終了いたします。 

 ここで、しばらく休憩いたします。 

午後１時56分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午後２時06分 開議 

○議長（横手啓介君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   
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 先ほど答弁の中で、委員長にお話を申し上げたと話したことでありますが、これ

は現、本会の福祉厚生委員長の永田委員長ではありませんで、改選前の、正月明け

てすぐだったと思いますけれども、多量の廃棄物が出土しているということのご報

告を申し上げまして、専決処分に関することを報告したというような、誤解を招く

ような発言になっておりましたので、訂正し、お詫びを申し上げたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 次の通告順により、家入憲隆議員の発言を許します。家入議員。 

○22番（家入憲隆君）   

 質疑を行います。 

 同じく市立病院の件ですが、今までの中で聞きたいことは十分話があっておりま

すので、違った観点から質疑していきたいと思っております。 

 まず、今回の専決は、専決事項ではないのではないかと私は思っております。な

ぜならば、原因が市立病院で埋めた土地に、市立病院で発見されたということです

から、当然、事前調査があってしかるべき、要するに調査不足から発生したものだ

と思っております。あわせまして、この市立病院というのは、今までの病院関係で

説明があったところによると、耐震強度だけではなく、免震構造も含めた建物であ

ると、非常に地盤調査かれこれについて詳しく調査したという裏返しですから、当

然、ボーリング調査があって然るべき。ボーリング調査があったとすれば、当然、

そのときの柱状検査、抜き取り検査の結果が出ていると思います。その中でそれら

しきものがあっているはずだと。この図によると、相当の面積であるようですから、

そういうものが発見されないはずはないと思っております。そういうことからして、

職員の怠慢、事前調査不足からくるものだと思っております。先ほど、予想せぬ出

来事だったと、要するに想定外の出来事ゆえに専決をしたということですが、それ

は当然、想定内の話であって、想定外だとは思っておりません。そういう観点から、

この図面で見る、マークが入ってきたところの総面積というのはどれだけの面積で

あったのか、あわせてこの範囲でどれくらいの柱状検査を行ったのか、その検査の

中にこれら廃棄物が含まれていたかどうかお尋ねいたします。 

○議長（横手啓介君）   

 これより執行部の答弁を求めます。星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 家入議員のご質疑の調査不足についてでありますが、いわゆる構造体の調査に関

しますボーリング等につきましては、十分にやっぱりやったものであります。柱状

検査の中にもそういった物質は含まれておりませんけれども、お手元にお配りしま
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した図面のうち、上部の方ですが、そもそも今回のボーリング調査をしましたのは、

本体の建てられる範囲であります。ちょうどこれでいきますと、木造の管理棟が裏

側にありますが、正面玄関から入っていって左側が管理棟ですが、この部分までが

本体構造の設計部分、それから裏の空き地になっております駐車場の部分が手術棟

というような感じになります。ボーリングを行いましたのが、ちょうど手前の方に

なりまして、いわゆる拡散している部分、土砂の中に拡散している部分については、

基本的にはそこには構造体が入りませんので、ボーリング調査は行っておりません。

ボーリング調査を行いました部分は、基本的には今現在使っております病棟と、裏

の木造の間を基本的に、いわゆるそこが中心になりますので、そこの部分と、それ

から裏の駐車場の部分にボーリング調査を行ったわけであります。その柱状の中に

そういった廃棄物、また医療廃棄物等に関する部分は見受けられなかったというと

ころであります。 

○議長（横手啓介君）   

 家入議員、了解ですか。 

○22番（家入憲隆君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 家入議員。 

○22番（家入憲隆君）   

 ただ今の説明ですと、この図面の上の部分の赤いマークのところは、ボーリング

調査はしていないということですが、だとすれば、なぜこれを掘る必要があったの

か。必要がないところを掘って、１億円もの損失を出したという、そのように聞こ

えますが、これを掘る必要があった理由の説明を求めます。 

○議長（横手啓介君）   

 答弁を求めます。星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 ２回目のご質問にお答え申し上げます。 

 なぜ、掘る必要性があったのかということですが、工事区全体をパイルで土どめ

を行っております。いわゆる境界、隣接する隣の家あたりとの境に土どめ工事を行

っております。と申しますのが、この部分と、それから右の第１発見の部分には、

いわゆる杭打機の大型クレーン、また杭打機200トン、400トンの大型の重機器が入

ります。すべて基礎をやり直して、そこに鉄板を敷いて、それらの重機が移動でき

るように、また廃土あたりを処理する機械を据えつけますので、そういった工事機
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械を移動させるための基礎工事を行うために、約２メートルから３メートルの土の

入れかえ、それから補強を行ったということでありますので、本体工事のいわゆる

機器関係の操作というような関係上、そこが必要ということであります。 

○議長（横手啓介君）   

 家入議員、了解ですか。 

○22番（家入憲隆君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 家入議員。 

○22番（家入憲隆君）   

 本体工事に直接関係がない、外回りのブロック塀か何かつくるために床掘りをし

た、たまたま重機据えるためにそこを掘ってみた、そういう話ですか。もしそうい

う話だとすれば、専決処分というものはどういうことか、１億円もの金額をどう考

えているのか、ここのところが問われます。我々町村から出た議員は、年間40億円、

山鹿市においては260億円、一般会計だけです。町村の議員は、40億円の中の１億

円というと、非常に大きなウエイトを占めて大変なことだと、それは非常に緊張感

を持って仕事をするものです。もし、山鹿市の皆さんが、大きな予算に慣れて、こ

れくらいは通るものだと、軽い気持ちでやったとすれば、それは副市長がいつも言

っている職員の意識改革から遠く離れるものです。これは十分注意していただきた

いと思っております。もし、本体工事に重機を据えつけるだけのためであったとす

れば、いかようにも議会に報告し、調査ができたと私は思っております。それを、

さっきの説明では、速やかに処理すべしと判断をしたという提案理由の説明ですが、

これを速やかに処理をしたというのは、どなたが速やかに処理をしたんですか。本

体工事に直接関係ないなら、遅れが生じるはずがない。重機を据えつける場所がこ

こでなくてはならないというだけの、それだけの企業能力も持たない企業が入った

とは到底思えませんので、この速やかに処理すべきと判断をした、ここのところが

感覚のずれがあると、ここが議会軽視につながっていると思っております。これを

判断した人はどなたですか、質問いたします。 

○議長（横手啓介君）   

 答弁を求めます。星子病院事務部長。 

［病院事務部長 星子四郎君 登壇］ 

○病院事務部長（星子四郎君）   

 またお叱りをいただくかもしれませんが、現在、工事そのものの現場をごらんい

ただくと、どのように重機類、それから工事の進捗のあり方として配置されている
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かということがわかるわけでありますが、基本的には解体して上の空いている部分

というものが基礎工事、いわゆる杭を打つための機械に対する重機関係が、絶対的

にそこを移動していかなきゃならない。そうなりますと、今のをそのまま使います

と、地盤上、200トン、400トンのクレーンが倒壊する恐れがある。したがいまして、

必ず工事をする前には、周辺部分も含んで、移動範囲を固めて鉄板を敷いて、工事

を着手するわけです。その準備基礎工事として必要性があったということでありま

す。 

 それから、たまたまクレーンを置くじゃなくて、そういった計画の中で行われた

ということであります。あわせて既存の建物がまだ残っておりますので、逆にいう

と、南側での配置が困難であったということであります。 

 これをなぜ急がねばならなかったかと、それを決めたのはだれかということであ

りますが、速やかにということにつきましては、工事もありますが、いわゆるそう

いった医療廃棄物等々につきましては、当然、放置するわけにもまいりませんし、

いかにするかということで、工事当事者と協議をいたしまして、最終的には私の方

で決定し、上層部に報告したということであります。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、家入議員の質疑は終了いたしました。 

 次の通告順により、丸山寛治議員の発言を許します。丸山議員。 

［28番 丸山寛治君 登壇］ 

○28番（丸山寛治君）   

 28番、丸山寛治でございます。 

 議案第２号に対して、質疑を１点ほどします。 

 15ページの教育費の中で、安全・安心な学校づくり事業というのがありますが、

これは国からの助成で行われると思いますが、国の耐震構造ということですが、

２校される予定でありますが、耐震構造の強度の山鹿市で基準を設けてあると思い

ますが、その基準と国の基準、安心して学校づくりですから、それで私が一つ思う

のは、中に１中学校エレベーターがあったんじゃないかと思っております。これは

福祉のためにつくられたものだと思っていますが、そこの安全上、エレベーターの

強度、耐震、そういうやつも含むのか含まないのか、安全上、問題があれば、そう

いうどういう工法で、その安心な学校づくりがされるのかですね、その内訳を教え

ていただきたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 これより執行部の答弁を求めます。八木田教育部長。 

［教育部長 八木田達博君 登壇］ 
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○教育部長（八木田達博君）   

 ご答弁を申し上げます。 

 １点目は、耐震構造の強度の山鹿市の基準と国の基準ということでありました。

２点目は、エレベーターの安全上の強度、耐震を含むのかというご質問でありまし

た。 

 まず、１点目でありますが、基本的には国の基準を適用させていただいておりま

す。耐震化ということでありますけれども、昭和56年に、ご承知のとおり、建築基

準法が改正されておりまして、いわゆるその新耐震基準が現在適用されております。

それ以前の建築物につきましては、現在の基準に合うかどうかを診断し、合わない

ものについては、耐震補強を行うということであります。 

 建物の地震に対する性能を示す指標として、鉄筋コンクリートの建物にＩＳ値と

いうものが使われておりますけれども、これは耐震２次診断を実施することで求め

ることができることとなっております。耐震の２次診断につきましては、建物の各

階ごとに床面積に対する柱及び壁の断面積の割合を算定する。２点目、柱や壁のコ

ンクリート強度をコアを採取して調べる。３点目、建設時の設計図から、柱や壁の

鉄筋量を調査するなどの調査業務を行い、それらの数値を用いて構造解析し、最終

強度、破壊形式、準性能を求めて、詳細な検討を行うことというふうになっており

ます。 

 ＩＳ値の基準といたしましては、ＩＳ値が0.3未満ですと、地震に対して倒壊ま

たは倒壊する危険性が高いというふうに位置づけられております。0.3以上0.6未満

でありますと、倒壊または崩壊する危険性があるというふうになっております。ま

た、0.6以上ですと、倒壊または崩壊する危険性が低いというふうに位置づけられ

ております。一般建築物は、ＩＳ値が大体0.6以上を確保することを目指しており

ますけれども、学校施設におきましては、より安全性の高いＩＳ値0.7以上を確保

することが求められているところであります。今回、補強工事を実施いたしますと、

ＩＳ値が0.7以上を確保することになり、震度６強の地震に対しましても、倒壊、

崩壊の危険はなくなるというふうにされているところであります。そういう形で取

り組みを進めたいというふうに考えております。 

 なお、エレベーターにつきましては、菊鹿中学校に平成14年度に11人乗りが設置

されております。基本的には建物を第２次診断は行うものでありまして、エレベー

ターは通常、毎年点検作業をさせていただいているところであります。当然、今後、

エレベーターにつきましても、安全性という観点からは慎重に検討していきたいと

いうふうに考えているところであります。 

○議長（横手啓介君）   
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 丸山議員、了解ですか。 

○28番（丸山寛治君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 丸山議員。 

［28番 丸山寛治君 登壇］ 

○28番（丸山寛治君）   

 ご答弁をありがとうございましたけどですね、エレベーターは今後考えるという

ことですが、エレベーターを利用する人、身体が不自由か何かある人ではないかと

私は思います。それで、これが大事じゃないかと思っておりますし、２次診断の結

果がですね、どこの中学校がどこだと委員会で聞いても、一つも言っておられない

と思います。それで0.7という、マグニチュード６とか言われますけど、東北で震

度が浅かった地震が起きております。そういう観点から見てですね、安全性にして

国の基準が正しいか正しくないか、市が正しいか正しくないか、そこら辺をお答え

いただきたいと思います。山鹿市は幸いにも活断層はないと、私は思いますけど、

地震はどしこ強さが起こるか何かわかりません。想定できないわけでありますが、

山鹿市としてですね、国の基準に合わせて補助はもらいよるけどですね、まだやは

り私はエレベーターで上がりよるときですね、もしも地震が起こったらどうなると

いう想定もおかなきゃいかんと思っております。そういうやはり可哀想な人、いろ

いろおりますので、そこら辺はですね、十分、ただ校舎だけ強くすればいいと、大

きいものをどういう構造でされるのか、それは技術的な問題で、それは委員会には

お示ししてあると思いますが、そこら辺をですね、よかったらもう少し詳しくお知

らせください。 

○議長（横手啓介君）   

 執行部の答弁を求めます。八木田教育部長。 

［教育部長 八木田達博君 登壇］ 

○教育部長（八木田達博君）   

 エレベーターの件に関しまして、再度お答え申し上げます。 

 まず、菊鹿のエレベーターでありますけれども、当時は特別支援の子どもといい

ますか、生徒が利用していて、現在だけではありませんで、当然、ケガをした生徒

さんとか、あるいは保護者の方でご不自由な方等も利用されているということであ

ります。当然、毎年、安全点検はさせていただいているということであります。 

 それから、安全性ということで、さらに高い山鹿市としての基準はいかがかとい

うことであります。まず、現在、現実的には国の基準もなかなか満たしていないと
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いうのが、山鹿市のみならず、全国的な傾向だというふうに考えております。です

から、まずは国の基準を満たすような取り組みをさせていただきたいというふうに

考えています。ただ、ＩＳ値だけがご指摘もあったかと思いますが、すべての強度

を測るものではないと、やっぱり横揺れもございますし、そういうことにつきまし

ても、できるだけ検討して対応できるように耐震化ができればというふうには考え

ておりますけど、まずは国の基準をクリアしたいというふうに考えております。以

上、ご答弁申し上げます。 

○議長（横手啓介君）   

 丸山議員、了解ですか。 

［自席より］ 

○28番（丸山寛治君）   

 各学校の資料の提出を求めておきます。 

○議長（横手啓介君）   

 八木田教育部長。 

［教育部長 八木田達博君 登壇］ 

○教育部長（八木田達博君）   

 失礼いたしました。答弁漏れがありました。 

 耐震結果の公表ということであります。地震防災対策特別措置法が改正されまし

て、幼稚園、小・中学校の校舎等についての耐震診断の実施結果の公表が実は義務

づけられております。本市では耐震２次診断が進んでおりませんでしたので、おお

むね２次診断が終了する21年度末での公表を考えておりましたけれども、文部科学

省及び県からやっぱり強い要請もございますので、本年３月までには公表をしたい

というふうに、今、準備しております。資料もそういう形でご提出をさせていただ

きたいと思います。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、丸山議員の質疑は終了いたしました。 

 次の通告順により、原徹議員の発言を許します。原議員。 

［12番 原 徹君 登壇］ 

○12番（原 徹君）   

 12番、日本共産党の原徹です。 

 議案第２号 平成20年度山鹿市一般会計補正予算（第５号）について、初歩的な

質問になりますが、２点ほどしたいと思います。 

 まず、１点目です。本議案は、急激な経済不況の下で、国民生活と日本経済を守

るために、国の第２次補正予算に係る経費を計上している、こういうことでありま
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す。ところが、第２次補正予算関連法案は、現在まだ国会で審議中であります。そ

れなのに、本議案は可決を想定しての提案であります。このようなことは一般社会

で通用しないわけですが、しかし多くの自治体で補正予算が可決されております。

このようなことが許される根拠を示していただきたいと思います。 

 ２点目は、国の第２次補正予算関連法案は、参議院で否決される公算が強く、可

決するには衆議院での再議決、すなわち衆議院議員の３分の２以上の賛成が必要で

あります。ところが、最近のテレビを見ていますと、小泉前首相は「３分の２を使

って可決するような法案ではない」、このように述べておられますし、定額給付金

事業を批判しておられるわけです。そして、最近では再議決のための本会議は欠席

をすると表明されました。小泉チルドレンといわれる議員が、小泉前首相に同調す

るならば、３分の２に達せず、可決できません。もし、関連法案が否決されたらど

うなるのか、その点をご説明願いたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 これより執行部の答弁を求めます。池田総務部長。 

［総務部長 池田永実君 登壇］ 

○総務部長（池田永実君）   

 原議員の質疑、この度の国の第２次補正予算に係る関連法案と、地方議会の提案

に関する基本的な考え方につきましてお答えを申し上げます。 

 ご承知のとおり、２次補正予算につきましては、去る１月27日に予算の成立を見

たところであります。しかし、関連法案につきましては、採決に至っていない状況

であります。しかしながら、予算の成立とともに、今般、内閣府、総務省ほか、六

つの関係省庁より、地域活性化生活対策臨時交付金に係る制度要綱をはじめ、各交

付要綱が地方公共団体に通知されたところであります。また、今回ご提案申し上げ

ております補正予算は、雇用対策を初め、緊急を要する生活対策及び経済対策を主

としたものであります。また、事業実施に向けては、その準備に相当期間を要する

ことなど、法案成立の際は機敏に機動的に対応する必要があります。これらのこと

を踏まえまして、本市におきましても、本臨時会に２次補正に係る補正予算をご提

案申し上げる次第であります。このことは毎年度の国と地方の予算編成の流れと同

じものであります。なお、これらのことに関しましては、熊本県とも協議を行い、

また県からも制度要綱の通知とともに、各自治体にあっては、事業の実施に支障を

来すことなく、早急な対応和お願いしたいとの依頼があっているところでございま

す。 

 次に、ご質問の２点目、仮に関連法案が廃案となった場合の取り扱いにつきまし

ては、当該補正予算に係る国の２次補正関係の予算は執行することなく取り扱うも
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のであります。また、本議会におきまして議決をいただきましても、今回の場合は

関連法案の成立を待って予算執行を行うものであります。以上、お答えいたします。 

○議長（横手啓介君）   

 原議員。了解ですか。 

○12番（原 徹君）   

 議長。 

○議長（横手啓介君）   

 原議員。 

［12番 原 徹君 登壇］ 

○12番（原 徹君）   

 国会で決議されなくてもできるということだと思いますが、もし廃案になったら、

この臨時議会が何のために開かれたのかということにもなってくると思います。し

かし、廃案になったらということでは質疑や討論もできませんので、関連法案が可

決されたという前提で私も今から質疑をしてまいります。 

 本議案に提案された事業の中から、６事業について質問をいたします。 

 まず一つは、定額給付金給付事業について、９億5500万円組まれておりますが、

市長にちょっとお尋ねしたいと思います。 

 １点目です。64歳までは１万2000円、18歳以下と65歳以上は２万円支給されると

のことでありますが、麻生首相は高額所得者が受給することはさもしいと答弁され

ました。一応、中嶋市長は高額所得者の部類に入るんじゃないかと思います。市長

は給付金を受け取られますか、お尋ねします。 

 ２点目です。世論調査では、この事業に対して、お金がもらえるんだけれども、

評価しないという答えが圧倒的であります。すなわち、景気回復につながらないと、

国民は判断しているのではないかと思うわけです。市長は、定額給付金事業が景気

回復や山鹿市の経済活性化につながると考えておられますか。この２点を市長に質

問しておきます。 

 二つ目は、子育て応援特別手当支給事業というのが3490万8000円組まれておりま

す。小学校就学前３年間の第２子以降の子どもに対して、１人当たり３万6000円を

支給するということであります。 

 まず１点目、就学前３年間ということは、現在の３歳児に当たると思うんですが、

よく理解できません。３歳児から５歳まで、３年間支給するということなのか、そ

こをまずはっきりさせてください。 

 ２点目、なぜ３歳児以下の幼児には支給しないのですか。２歳、１歳、０歳、支

給がないわけです。そこら辺がわかりません。 
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 ３点目、対象の幼児には、定額給付金と重複して支給されるのですか。その３点

を質問しておきます。 

 三つ目は、水田地域営農体制整備支援事業1227万1000円組まれておりますが、や

はり景気回復のためには、山鹿市は農業が活性化しないとだめだ、これは前から言

われておるわけです。本事業は営農家の経営安定策として、コンバイン、トラク

ター購入に対しての支援とのことでありますが、どの程度の規模で支援されるのか

全くわかりません。もし希望者が多かったらどうなるのかと、そういうようなこと

もちょっと考えるわけです。もう少し具体的、詳細にご説明をお願いしたい。 

 四つ目は、緊急雇用対策事業518万円であります。３月末には、全国で40万人と

もいわれる解雇者が出ると、こういう情報もあります。40万人ですね。 

 １点目、山鹿市での本年３月末の失業者数はおよそどのくらいと推定されている

のかどうか。 

 ２点目、緊急雇用対策事業としては、518万円というのはあまりにも予算が貧弱

です。雇用数、たしか27名と聞いております。期間も２月上旬から３月末と、わず

か２カ月であります。ささやかな計画だなあと思うわけです。この程度では、３月

末を迎えて、緊急雇用対策事業というものにはならないのではないかと、私はこの

ように考えるわけです。これに対してご答弁をお願いしたい。 

 五つ目は、プラザファイブ再生事業7900万円についてです。キーテナントが下関

本社のレッドキャベツという会社が入るとの情報を新聞で知りました。リーステナ

ントの状況はどうなっているのでしょうか。また、本格的な工事は予定どおり、た

しか３月だったと思いますから、３月から開始されるのかどうか、この点、ご説明

をお願いしたい。よくこのプラザファイブについては、市民が非常に関心を持って

おりましてね、質問をよく受けるんです。私は、担当の委員会に所属していないの

で、よくわかりませんと言いますと、市会議員のくせにおって、担当じゃなかけん

知らんてあるかと、ちゃんとそういうことぐらい知っとけとよくお叱りを受けます。

やはりこういうことについては、もう少し情報をですね、すべての議員にやはり知

らせるべきだと思うんです。そういう意味で、この質問もいたしました。 

 六つ目は、安全・安心な学校づくり事業３億5480万円です。耐震補強工事が菊鹿

中と鹿本中学校から始まるとのことでありますが、なぜ菊鹿中と鹿本中になったの

でしょうか。菊鹿中、鹿本中よりも早く建設されています来民小学校、たしか城北

小学校も早かったと思いますが、そういうところの耐震工事はどうなるのか、なぜ

菊鹿中、鹿本中から先になったのかをご説明ください。 

 ２点目です。景気回復のためには、生活密着型の公共事業というのは非常に重視

されるべきものだと思います。その点から学校の耐震補強工事は、安全・安心な学
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校づくりとしても、積極的に推進すべきだと考えます。そこで、景気対策の面から、

地元の業者を使うべきだと思いますが、地元の業者で工事は可能なのかどうかをお

尋ねしておきたいと思います。 

○議長（横手啓介君）   

 執行部の答弁を求めます。中嶋市長。 

［市長 中嶋憲正君 登壇］ 

○市長（中嶋憲正君）   

 ただ今の原議員の２回目のご質疑にお答えいたします。 

 まずは定額給付金についてでありますけれども、地域経済の活性化という本事業

の趣旨にのっとり、素直に受け取りたいと思っておりますし、また速やかに招集を

したいと考えております。 

 定額給付金事業は景気回復や地域活性化につながるかというお尋ねでありますけ

れども、今回の定額給付金給付事業は、住民への生活支援と地域の経済対策に資す

ることを目的としております。内閣府によりますと、定額給付金の４割が消費に回

されると想定しており、実質成長率を0.2％分押し上げる試算となっております。

本市におきましては、定額給付金事業を実施することにより、一定の景気浮揚効果

が生まれ、地域の活性化が図られるものと考えております。以上であります。 

○議長（横手啓介君）   

 中野市民福祉部長。 

［市民福祉部長 中野 力君 登壇］ 

○市民福祉部長（中野 力君）   

 子育て応援特別手当についてお答えいたします。 

 １点目の支給対象児童でありますが、子育て応援特別手当につきましては、平成

20年度における緊急措置として、幼児教育期、つまり小学校就学前３年間に属する

第２子以降の児童について、１人当たり３万6000円を支給するものであります。つ

まり３歳から５歳の児童に対して、単年度限りで支給されるものであります。 

 ２点目の３歳未満の児童を対象としないのはなぜかということでありますが、従

来、児童手当の制度において、３歳未満の児童に対しては5000円の手当に、さらに

5000円が加算され、１万円が児童手当として支給されております。このようなこと

から、今回の子育て応援特別手当につきましては、３歳から５歳までの児童を対象

としているところであります。 

 ３点目の定額給付金との関連ですが、定額給付金とは趣旨、目的が異なりますの

で、子育て応援手当の支給対象世帯につきましては、定額給付金も受給できること

になります。以上、お答えいたします。 
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○議長（横手啓介君）   

 松永農林部長。 

［農林部長 松永道郎君 登壇］ 

○農林部長（松永道郎君）   

 水田地域営農体制整備支援事業に関する質疑にお答えいたします。 

 事業規模の概要につきましては、国へ21年度事業実施要望をしておりましたが、

国の20年度第１次補正予算の追加採択を受けたものであります。農林水産省の燃

油・肥料価格高騰対策の原油高騰対策特別枠の燃料消費量の低減に資することと、

担い手育成確保に図るため、集落営農組織の育成推進に必要な農業機械の導入への

国の支援事業で、導入基準につきましては３戸以上の生産組織、または法人等であ

り、農用地利用面積の拡大が必要となります。 

 導入基準につきましては、事業費の補助率につきましては、国により50％の支援

と、市による５％の支援を合わせて55％の補助で、導入対象は生産組織２地区への

コンバイン、トラクターの導入支援であり、2231万5000円の事業費となっておりま

す。 

 なお、認定農業者及び生産組織等の要望につきましては、各種会合や文書等でお

知らせし、計画的に、より多くの要望におこたえできるよう、補助制度並びに融資

制度等を活用し進めてまいります。 

○議長（横手啓介君）   

 福田商工観光部長。 

［商工観光部長 福田憲之君 登壇］ 

○商工観光部長（福田憲之君）   

 原議員質疑の緊急雇用対策についてお答えをいたします。 

 昨年末に市内の進出企業を中心に、事業者39社に対しまして、雇用状況に関する

緊急調査を行いました結果、３月末日で２社で、計51名の解雇、雇い止めを把握い

たしました。うち、山鹿市民の方が16名であります。また、年末には商工会議所、

商工会にご協力いただきまして、緊急雇用相談窓口を設置し、年末の閉庁期も市民

の方からのご相談を受け付けたところであります。なお、商工会議所、商工会には、

会員事業者における新たな求人の掘り起こし等についてもご尽力をいただいており

ます。また、年明け早々に、市長を本部長とする山鹿市緊急雇用対策本部を設置い

たしまして、全庁的な連携の下に、相談体制の構築、雇用の創出について協議を行

ってまいりました。これまで、市には55件のご相談があり、各種窓口のご案内や相

談をお受けするとともに、市においても２月20日、本日まででありますが、12名の

臨時職員を雇用いたしております。また、市内事業者にも引き続き雇用の維持、確
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保についてご尽力をいただくよう、各企業を巡回し、要請活動を行っているところ

であります。 

 議員お尋ねの３月末での山鹿市における失業者数につきましては、現在改めて市

内の製造業を中心に、65社に対しまして、雇用状況について訪問調査を行っており、

把握を急いでいるところであります。しかしながら、昨今の経済状況の低迷に伴い、

大変不透明なものがあります。特に2009年問題といわれます改正労働者派遣法に基

づく、３年間の雇用期間が一斉に切れる大量労働者の存在もあります。先ほどご説

明を申し上げましたが、市内業者の訪問調査とあわせまして、雇用の創出や維持に

つきましてもお願いをするなど、民間においての長期的な雇用確保を図っていると

ころであります。当然、正規の雇用に至るまでのつなぎといたしまして、市自体に

おきましても、改めて短期の臨時雇用を検討するなど、緊急雇用対策本部におきま

して、現況を十分把握し、今後とも状況に即した対応を全庁的に進めてまいりたい

と考えております。 

 次に、プラザファイブ再生事業につきましては、先般のキーテナントとなる株式

会社レッドキャベツとの出店調印がなされておりまして、事業推進に弾みがついた

ところであります。現在、このキーテナント決定を足がかりといたしまして、一層

のテナントリーシングが進められております。また、事業主体の財源確保につきま

しては、経済産業省より直接、担当室長がプラザを来訪されまして、戦略補助金の

要件についての具体的な指導をいただいたところでありまして、またさらには中小

企業基盤機構からも、高度化資金貸付について事前指導が行われるなど、具体的な

進展が見られております。このように、事業主体におかれましては、テナントの確

定を進捗させ、あわせて財政計画の精度を高めながら、プラザ再生に向かって、現

在少し遅れ気味ではありますが、着実に事業が進められております。 

 着工の見込みにつきましてでありますが、事業主体が３月中の着工を目指して、

テナントリーシングの精度を高められているところであります。先ほどもご説明を

申し上げましたが、キーテナントとして大変有望な食品スーパーにおいでいただい

ており、またこれを機にリーシング床につきましてもさまざまな問い合わせがあっ

ていると伺っております。リーシングが進捗し、経済産業省や金融団体との協議が

進むことで、事業主体が経営の安定性について確認をされた時点で、市においても

補助の決定を行い、早期の工事着工に至るものと考えております。 

 現在のリーシングの状況は、一部共用部分を専用床といたしましたため、商業者

の占有面積がふえております。12月時点では7800平米ということを申し上げており

ましたが、現在8200平米となっております。営業継続床は2400平米で変わりません。

リーシング対象床が5800平米であります。この中でキーテナント床が進出するもの
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が1700平米でありまして、残り4100平米が補てんを対象とした賃貸及び売買用の床

であります。そのうち4100平米のうちでありますが、現在確定をしている床は700

平米であります。出店交渉中のものが2800平米であります。残りが600平米であり

まして、現在、精力的に出店交渉をされているところであります。 

○議長（横手啓介君）   

 八木田教育部長。 

［教育部長 八木田達博君 登壇］ 

○教育部長（八木田達博君）   

 安全・安心な学校づくり事業について、２点お尋ねがありまして、ご答弁を申し

上げたいと思います。 

 耐震補強工事が、どうして菊鹿中と鹿本中学校からかというご質問と、工事は地

元業者で可能かということであります。 

 まず、耐震化計画の本市の基本的な考え方を申し上げたいと思います。まず第

１点に、規模適正化計画を考慮して実施する、これは二重投資にならないようにと

いうことであります。それから２点目に、規模適正化２次計画、いわゆる平成27年

度以降となる学校については、必要な耐震工事をまず行っていくというふうに考え

ております。それから、工事の前提になります２次診断につきましては、平成21年

度中に終了するという、この３点を基本として進めているところであります。 

 それでは、なぜ菊鹿中と鹿本中をまず耐震補強するのかということでありますけ

れども、耐震化の進め方として、耐震２次診断を実施し、そこで診断された耐震強

度に応じ、必要な補強を実施設計し、工事を発注するということになります。また、

２次診断と実施設計につきましては、構造評価委員会の評価が必要となっておりま

す。菊鹿中と鹿本中につきましては、平成17年度に既に２次診断が済んでおります。

現在、昨年９月の補正でその実施設計を行わせていただいているところであります。

それ以外の今回計上していない建物につきましては、現在、これも補正で２次診断

中、小学校15棟、中学校18棟を２次診断中であります。今後、実施設計、工事発注

というふうに、順次進めてまいりたいというふうに考えております。 

 それから、２点目の工事の地元発注についてでありますけれども、今回の交付金

の趣旨、地域活性化生活対策臨時交付金の趣旨から考えましても、あるいは景気対

策及び地場産業育成という観点から考えましても、地元発注として検討を進めてま

いりたいというふうに考えております。以上、お答え申し上げます。 

○議長（横手啓介君）   

 原議員、了解ですか。 

○12番（原 徹君）   
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 終わります。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、原議員の質疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております４案件については、会議規則第37条第３項の規定

により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、委員会付託は省略することに決しました。 

 これより討論を行います。討論の通告があっておりますので、順次、発言を許し

ます。太田黒鐵郎議員。 

［27番 太田黒鐵郎君 登壇］ 

○27番（太田黒鐵郎君）   

 私は、議案第１号、専決処分の承認について反対の立場から討論を行います。 

 現在行われております市立病院の建設については、これはちまたでのうわさでご

ざいますけれども、一つに設計業者と工事請負業者はぐるではないかと、これはあ

くまでもうわさでございますが、そういううわさ。それから、昨今の新聞等で報道

されておりますように、山鹿市は業者の裏金づくりの温床になっているのではない

かとか、それから大分の二の舞ではないかとかというようなことがちまたでうわさ

になっておるということは、皆様方も聞かれた方があるかもしれません。やはり、

昔から言われておりますように、火の気のないところから煙は出ないというような

ことが言われております。そういうことでありますが、あってはならないことであ

りますが、もしそのようなことが起きたら、山鹿市は全国からのいわゆるさらしも

のになるというようなことになりはしないかと思います。今後におきましても、先

ほどから予算にも出ておりますように、プラザビル、特にさくら湯の改築、それか

ら庁舎建設とか、学校問題とか、いろいろまだまだ山鹿市には重要課題が山積して

いるわけであります。山鹿市の健全な市政運営と市の発展を願う議員であらなけれ

ばならないのでございます。 

 この件につきましては、承認をしないで、やはりここでそのようなことが起きな

いように、先ほど質疑の中で申し上げましたように、これを承認しなくとも、執行
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上、関係は影響はないわけでありますけれども、ここで防波堤というか、やはりそ

のような歯止めをしておく必要がありはせんだろうかというようなことを考えるわ

けであります。 

 そういう中で、もう１点、先ほどからのそれぞれの質疑の中で出てきましたよう

に、特にこれは大きな問題でありますけれども、随意契約というようなことで非常

に多額の金が随意契約されておると。随意契約の限度は、ご承知のとおり、130万

円でありますけれども、これも私に言わせるならば、大きな違反をしているのでは

なかろうかというようなことを考えるところであります。 

 そういうことから、議員各位におかれましては、このことには十分慎重にお考え

をいただきまして、今後の採決におきましては、英断をして臨んでいただきますよ

うにお願いを申し上げる次第であります。毅然とした態度で採決に臨んでいただき

ますことをお願い申し上げまして、私の反対討論といたします。 

○議長（横手啓介君）   

 次の通告順により、原徹議員の発言を許します。原議員。 

［12番 原 徹君 登壇］ 

○12番（原 徹君）   

 12番、原徹です。 

 私は、議案第２号 一般会計補正予算（第５号）について、本当は反対したいん

ですが、やむをえず反対できないということで、なぜ賛成するかということを述べ

ておきたいと思うわけです。 

 補正予算として、10個の事業が提案されました。その中で先ほど市長にも質問し

ましたが、定額給付金給付事業以外はすべて賛成であります。しかし、この定額給

付金事業については反対です。市長は先ほど、経済効果があると言われましたが、

私はまったくないと、たった１年ぽっきりの、そして１万2000円程度の給付ではで

すね。これがもし可決すれば、しっかり歴史が証明すると思います。もう既に10年

前、ちょっと忘れたんですが、思い出すとありましたよね。商品券を何か配ったこ

とがありましたが、何ら景気の影響はありませんでした。したがって、本来ならこ

の第２号議案には反対するところでありますが、賛成せざるを得ないということで、

その理由を述べます。 

 第２次補正予算通過後の世論調査でも、定額給付事業について、評価しないが、

75から80％という結果が出ています。現金収入がふえて、本当はうれしいはずなの

に、これだけの厳しい批判があるということは、国民の多数がこの事業が究極のば

らまき、選挙対策だと見抜いているからだと、私は思うわけであります。そして、

３年後には、緊急経済対策としての消費税増税が準備されているからです。まさに
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ばらまき一瞬、増税一生の事業であるから、このような批判が出ていると私は考え

るわけです。２兆円もの予算を使うのであれば、社会保障、後期高齢者医療制度、

あるいは障害者自立支援法の改善あるいは見直し、さらには雇用対策、非常に失業

者が今度ふえるわけです。さらには、消費税の食品非課税、こういうことなど、も

っと知恵を出し合って有効な使い道を考えるべきであると思います。しかし、もし

衆議院で議員の３分の２の再議決で押し切った場合、玉名や菊池市民は、給付金を

もらうのに、山鹿市民はもらえないということになり、このような状況をつくって

はならないと考え、反対するわけにはいかないわけです。自民・公明政権は、圧倒

的国民が評価しない、このような事業を、地方自治体に強いることは、許されるも

のではありません。このことを述べて、討論とします。 

○議長（横手啓介君）   

 以上で、通告による討論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 議案第１号について、原案のとおり承認することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（横手啓介君）   

 起立少数であります。よって、本案は不承認されました。 

 次に、議案第２号について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議がありますので、起立により採決いたします。議案第２号について、原案

のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（横手啓介君）   

 起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号 教育委員会委員の任命について同意を求める件は、これに同

意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 
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 次に、議案第４号 教育委員会委員の任命について同意を求める件は、これに同

意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第９ 議案第５号 監査委員（議会選出）の選任について   

○議長（横手啓介君）   

 日程第９ 議案第５号 監査委員の選任についてを議題といたします。 

 地方自治法第117条の規定により、高野誠二議員の退席を求めます。 

［高野議員 退席］ 

○議長（横手啓介君）   

 提案理由の説明を求めます。杉燒副市長。 

［副市長 杉燒義文君 登壇］ 

○副市長（杉燒義文君）   

 議案第５号 監査委員の選任についてご説明を申し上げます。 

 次の者を山鹿市監査委員に選任したいから、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第196条第１項の規定に基づきまして、議会の同意を求めるものであります。 

 住所、山鹿市山鹿92番地３、氏名、高野誠二、昭和31年７月９日生まれでありま

す。 

 提案理由といたしまして、森久雄委員の任期満了により、新たに選任しようとす

るものであります。 

 ご同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして説明とします。 

○議長（横手啓介君）   

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第５号については、会議規則第37条第3項の規定により、

委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、委員会付託を省略することに決しました。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 



- 54 -   

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。議案第５号 監査委員の選任について同意を求める件

は、これに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

 高野誠二議員の除斥を解きます。 

［高野議員 入場］ 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第10 閉会中の継続審査について 

○議長（横手啓介君）   

 日程第10 閉会中の継続審査についてを議題といたします。 

 議会運営委員会において、議会の運営に関する事項について、会議規則第104条

の規定により、閉会中の審査並びに調査の申し出があっております。 

 お諮りいたします。議会運営委員長から申し出のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、議会運営委員長から申し出のとおり、議会運営

委員会所管事項について、閉会中の継続審査並びに調査に付することに決しました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

 閉 会   

○議長（横手啓介君）   

 これをもちまして、今期臨時会に付議されました案件の審議は全部終了いたしま

した。よって、平成21年（第１回）山鹿市議会２月臨時会を閉会いたします。 

午後３時16分 閉会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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